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論 文 要 旨

本論文では、ホンダベトナムを中心に外資系 3 社に着目し、バリューチェーンの 4

つの活動の現地化、地場系企業を加え、各社の現地市場適応の能力構築との比較など

を巡って、考察している。

現在ベトナム二輪車市場においては、ホンダは第 1 位である。これまでのような成

功を達成するために、ホンダベトナムはどのように現地化戦略を展開してきたのか、

ホンダベトナムが高いシェアや最大の販売台数を獲得するため、どのように 4 活動（販

売、生産、部品調達、開発）の現地化戦略を通じて、現地市場適応の能力構築を実施し

ているのかを本論文では明らかにしている。
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最初に、本研究の先行研究及び仮説の設定を行っている。先行研究では、ベトナム

における二輪車産業の発展動向を考察するため、赤松要の雁行形態論、末廣昭のキャ

ッチアップ型工業化論、V バーノンのプロダクト・サイクル論をレビューしている。

また、グローバル化・特に現地化の先行研究（（Perlmutter（1969)、Jarillo、他（1990)、

牧野（1992））は、経営の現地化、文化の現地化、人事の現地化、生産の現地化概念等

様々な視点があるが、本研究では日本の製造企業の現地化戦略の特性に着目し、分析

している。グローバル化、特に現地化戦略と競争優位の関係は、Porter（1986）の理論

に依拠しており、製造業のバリューチェーンの支援活動、主活動の配置と調整を効率

よく行う必要があるとする。すなわち技術開発ではグローバルな配置による集中の効

率性を追求する、一方で 4 つの活動(販売、生産、部品調達、開発)では現地化と市場適

応の能力構築から生まれる競争優位の構造に視点を当て分析している。

本研究の仮説は藤本隆宏の能力構築理論に基づいており、競争優位は 4 つの主活動

の現地化戦略と、並行して進められる能力構築の違いから生まれるとし、ベトナムの

各二輪車企業の現地化戦略と能力構築を比較分析した。また、浅沼のサプライヤー理

論及び製品アーキテクチャーに関する先行研究を採用し、外資系企業及び地場系企業

の二輪車の能力構築の差異や QCD（品質、コスト、デリバリー）の成果に及ぼす影響

などを明らかにする。更に先行研究の分析を基に、ホンダベトナムの現地化戦略、能

力構築と競争優位の関係に関し、以下の 3 仮説を設定している。

仮説１は、ホンダはグローバル化能力、資源、経験を通じ、ベトナム市場に適応現

地化戦略により低価格中国車に対抗する低価格・高品質製品 Waveαの開発に成功した。

仮説 2 は、ホンダベトナムは、外資系や地場系企業との競争の下で現地化戦略や現

地市場適応の能力構築で QCD の成果を獲得し、高い競争優位の構築に成功している。

仮説 3 は、ホンダベトナムは各活動の能力構築を推進し、（結果として）業績（販売

台数）を高めることができる。

以上の 3 仮説は、ホンダベトナムが国内市場で No１販売台数及びシェアを獲得でき

た要因であるが、仮説 3 では各要因の業績への寄与度、要因間の関係なども明らかに

した。

また仮説検証の方法として、仮説１に関しては主に 3 章の現地向け低価格・高品質

製品 Waveα 開発の事例研究を用いた。また 4 章では Waveα 開発に関連するホンダの

ASEAN、中国の能力、資源、経験を考察した。仮説 2 に関しては 6 章の文献資料、統

計資料分析、インタビュー調査などによるホンダベトナムと競合他社との現地化戦略

と現地市場適応の能力構築の比較分析、仮説 3 に関してはホンダベトナムの時系列デ

ータ（1997〜2021 年）を使い、業績（販売台数）を各活動の能力構築で説明する SPSS

重回帰モデル分析を行い、仮設 3 を検証した。

終章は、まとめ、結論、今後の課題について論じている。各章を整理し、本研究の結

論を総括し、3 つの仮説を検証し、ホンダベトナムのシェアや業績とその要因を明らか

にした。そして、本研究における今後の残された課題としてベトナム二輪車産業のサ

プライヤーに関する研究の必要性を指摘している。
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論文審査要旨

本研究は、藤本隆宏のものづくり能力構築の理論を出発点に、グローバル化、現地

化戦略と市場適応の能力構築の相互関係を「バリューチェイン（VC）の 4 つの活動(販

売、生産、部品調達、開発)」に焦点を当て、定性的、定量的にベトナムの 2 輪車市場

のホンダベトナムの優位性について研究した試みである。

ベトナムの二輪車産業、企業の研究は、三嶋恒平氏（現慶応大学教授）の東北大学

学位論文、アジア経済研究所（藤田麻衣研究グループ長他）の研究など、先行研究書/

論文が限られている。本研究は、ベトナム二輪車市場のホンダベトナムに焦点を当て、

競争優位の要因や形成メカニズムを定性的、定量的に分析した数少ない研究であり、

希少性のある研究と言える。

分析方法としては、①現地製品開発に対する事例研究(3 章)、②ベトナム市場におけ

る能力構築の企業間比較に関する統計資料分析（4～6 章）、③ホンダベトナムの時系

列データ(1997～2021)による重回帰モデル分析（SPSS）(7 章)等を中心に、多角的な

検証が試みられている。

ベトナムでは二輪車産業の市場、企業データ等は十分開示されておらず、分析に先

行して統計資料、データの先行的な収集が必要であるが、本研究ではデータに基づく

客観的な比較分析、評価が行われている。特に②のホンダベトナムと外資系 2 社、地

場系企業 5 社の企業間比較分析では、現地化、現地市場の適応の能力構築に関し 4 活

動を中心に統計資料を収集すると共に、企業間比較のデータ表を作成し、QCD 成果と

の関係を多角的に分析している。

それらを受けて、7 章 7.1 ではホンダベトナムの現地化、現地市場適応の能力構築を

Waveαの事例研究を通して分析、総括し、7.2 では、ホンダベトナムと競合他社（外

資系 3 社、地場系 5 社）の企業間比較分析をもとに能力構築上の差異を評価している。

7.3 では、ホンダベトナムの競争優位を規定する能力構築の要因分析を、時系列データ

を構築し、仮説検証型の重回帰モデルで検証しているが、相関係数、係数の符号条件、

有意確率は概ね有効な結果が得られている。

いくつかの課題は残されているが、本論文は博士論文としての水準を満たすと評価

し、合格とした。

口頭審査要旨

2022 年 7 月 15 日の 15 時 30 分から公開による口頭試問が実施された。公開試問の

最初の 30 分間は，執筆者本人がパワーポイントを用いて口頭発表を行った。研究の背

景と問題意識、研究目的、研究方法、分析結果、結論、本研究の限界と課題など、論文

についての詳細な説明が行われた。試問後半の 30 分は質疑応答であった。審査委員会

の副査 4 名より、いくつかの指摘や質問があったが、的確な回答があり、彼女が研究

領域に関する学術知識を有していることを確認することができた。副査より、今後の
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研究に向けて「今後の残された課題としてベトナム二輪車産業のサプライヤーに関す

る研究の必要性」「ベトナムにおける四輪自動車の研究」などが提案された。

審査の結果、本論文は博士論文としての水準を満たす研究であること、執筆者本人

が博士号の学位を授与するに十分な学術的知識、および、今後自立して研究を継続発

展できる能力を有することが確認され、審査員 5 名が全員一致で合格と判定した。


